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草津市立市民交流プラザ大ホール※詳しくは滋賀県HPを確認<ださい。

「一人ぼっちの難病患者をなくそう」というスローガンのもとに

皆さんと交流できるつどいを開催します。

C四 ホヅとサロン

患者会・作業所の紹介と相談
福祉用具展示、患者による
作品展示もあります。

ゆっくりお話ししませんか？

　

入退il由ゼずご

｡気軽に｡お越しください。※昼食は持参くだ

余琵罵言

　　　　　　　　　

几二九'-5ﾐ.i万万｀万゛､゛

２

さい。（飲食スペースあります）

｀
一
勉‐
鸞
眉
欝
言
～
～



　

令和という新しい時代を迎えました。平素は、滋賀県難病連絡協議会の

運営にご支援とご協力を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

今年は、難病法が成立して５年経過し見直しの年となり難病患者にとって

　

暮らしは制度後、医療、福祉、就労の場でどう変わったのでしょうか。

皆様と考えていきたいと願っています。

　

我々の理念とする「ひとりぼっちの難病患者をなくそう」を旗印にするとともの､助け合い、

理解し、交流し、前を向いていけるように、１０月１２日に難病のつどいを滋賀県との協働で

開催します。

　

一歩踏み出して、のご参加をお待ちしております。

第36回通常総会

　

開催

　

201 9年６月２日（日）滋賀県難病相談支援センター研修室で第３６回通常総会が開催されました。

理事長あいさつ、来賓のご挨拶があり、その後、議長に深尾作治氏が選出され、第１号議案から第５

号議案まで審議が行われすぺて承認されました。

　　

第１号議案

　

2018年度

　

事業報告承認の件

　　

第２号議案

　

2018年度

　

活動決算承認の件

　

監査報告

　　

第３号議案

　

2019年度

　

事業計画（案）承認の件

　　

第４号議案

　

2019年度

　

活動予算（案）承認の件

　　

第５号議案

　

役員改選

病連絡協議会通常総会
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塞宣旦こ挨拶

　

・滋賀県健康医療福祉部理事

　　　　　　　　　　　　　

角野

　

文彦

　

様

　

本日は、滋賀県難病連絡協議会の第３６回定

期総会が盛大に開催されますことを、心からお

祝い申し上げます。平素は、当県の難病対策に

対して貴重なご意見をいただき、また、ご協力

いただいておりますことに感謝申し上げます。

今年度は組織改編により県の難病所管課が健康

寿命推進課難病・小児疾病係が担当となりまし

た。組織改編に至った経緯としては、国が示し

ている難病の医療提供体制の在り方では、「小児

科と成人診療科の連携」、「治療と就労の両立支

援」等が目指すぺき方向性に含まれており小児

から成人、高齢者までの難病対策を一体となっ

て取り組んでいく必要があるとの考えです。

　

平成２８年度より、甲賀圏域でモデル事業と

して、甲賀圏域における実態調査や「私の健康

管理ノート」や「甲賀圏域難病患者支援ガイド」

を作成いただきました。他の圏域でも難病連絡

協議会で作成されたガイドが必要との声を聞い

ており、本県でも今年度、難病患者様に活用い

ただける社会資源ガイドを作成予定です。また、

今年の４月に開催した障害福祉に関わる市町新

任職員への説明会では、難病相談支援センター

より難病患者の特徴や配慮してもらいたい点に

ついて説明いただき、県としても、難病に関す

る社会の関心・理解を高められるよう、今後も

引き続きみなさんと共に取り組んで参りたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　

県では平成３１年４月１日から「滋賀県障害

者差別のない共生社会づくり条例」を施行して

おります。この条例のポイントは「障害の社会

モデルの考え方を定義したこと」「合理的配慮の

提供等を義務化すること」「相談・解決の仕組み

を整備すること」の３点です。滋賀県に根付く

福祉の思想の流れを受け継ぎ、共感の輪を広げ

ながら、県民が一体となって「一人の不幸も見

４

逃さない」共生社会づくりを目指していきたい

と考えております。

　

県の難病対策については、平成２７年１月に

施行されました難病法の基本理念をもとに、平

成３０年３月には保健医療計画を改正し難病患

者に対する良質かつ適切な医療の確保、および

難病患者の療養生活の質の維持向上を図るとと

もに、難病患者の社会参加を支援し、地域で尊

厳を持って生活できることをめざし、医療費等

の助成と地域保健医療福祉の充実・連携の２本

柱で事業を実施しております。

　

また県では、平成１８年より、滋賀県難病相

談支援センターを開設し、運営を難病連に委託

させていただいております。年度ごとに多様な

事業を実施いただいており、心より感謝申し上

げます。今後も、県内の難病患者とその家族の

方ﾉﾏにとって、気軽に相談できる心のよりとこ

ろとなるような事業運営・相談対応について、

どうぞよろしくお願いいたします。

　

県の難病対策の更なる推進のためには、滋賀

県難病連絡協議会の皆様のご理解とご協力が不

可欠でございます。今年度、国においては難病

法の５年後の見直しに向けた検討を行っていま

すが、県としましては難病患者の方々が自分ら

しく、安心してその地域で暮らしていけるよう、

今後とも難病対策の推進に努めてまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願い申し上げ

ます。



・滋賀県保健所長会会長

　　　　　　　　　　　

荒木

　

勇雄

　

様

　　

本日は、滋賀県難病連絡協議会の第３６回定

期総会が盛大に開催されますことを、心からお

祝い申し上げます。平素は、各圏域の難病対策

に対して貴重なご意見をいただき、また、ご協

力いただいておりますことに感謝申し上げます。

　

難病患者さんは長期間療養生活を送ること、

また医療管理を継続しながらの生活など、日ﾉﾏ

様々な制約があります。難病患者とそのご家族

の方が安心して地域で暮らしていただくために

は、難病患者さんへの支援体制を整えることが

大切です。ご承知のとおり難病対策について

「難病の患者に対する医療等に関する法律」が

平成２７年１月１日に施行されました。難病対

策を振り返ると、平成１０年は４２疾患が医療

費助成の対象となり、平成21年には５６疾患、

平成２７年には１１０疾患となりました。その

後も対象疾病は増えてゆき、昨年の４月からは

３３１疾病、また夏頃には疾病が追加されると聞

いています。幅広い支援の体制が進んでおり、

難病対策が大きく前進し、今後の進歩に繋がっ

てゆくと感じております。

各保健所では難病担当保健師を配置し、難病患

者・家族支援を実施しております。県では質の

高い難病保健活動をめざして、平成２９年度に

「保健所における難病保健活動マニュアル」を作

成し、事例検討会の実施により難病担当保健師

の資質向上に努めているところです。

また、難病法第３２条にあるように各難病対策

地域協議会においては、保健･医療･福祉･介護･

就労等のネットワークの構築を図ってゆくため

に実施しているところです。昨年度は台風によ

る停電や倒木等の被害があり、どの圏域も災害

対策について検討しており、災害時個別支援計

画の策定等について、協議を行っております。

草津保健所においては、医療依存度が高く災害

時ライフラインの途絶により生命の危険が予測

される難病患者について、人工呼吸器装着者か

ら個別支援計画の策定を進めているところです。

今後とも患者会の声を反映できるようご協力い

ただきますようよろしくお願い申し上げます。

　

当日は、滋賀県難病対策推進議員連盟副代表

　

今江政彦様

　

よりご挨拶を頂き、滋賀県身体障害者

福祉協会代表

　

中村裕次様

　

にもご臨席賜りお祝の言葉を頂きました。

※来賓の皆様肩書は、2019年６月当時のものです。
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2019年度事業計画

　　

平成２７年１月に難病の患者に対する医療等に関する法律（難病法）が施行され４年が経過しま

した。

　

国においては難病法制定５年後の見直しに向けて検討が行われますが、今年度は最終年に向けての

重要な年度になります。 ＪＰＡの動きと足並みを揃え、見直しがより良いものとなるよう取り組みを

進めます。

　

また、重症度により指定難病の医療費助成制度から外れた難病患者の実態を知ることや患者が難病

であることを開示できるような社会の実現、安心して地域で暮らしていけるように、私たち滋賀難病

連の活動を進めます。

Ｉ

　

難病連の組織強化

　

１

　

加盟団体の育成と相互協力、会員・賛助会員の拡大

　　　

「ひとりぼっちの患者をなくそう」をスローガンに会員、賛助会員の拡大を図ります。

　

２

　

安定した組織の運営

　　　

難病連が設置運営するしがなんれん作業所、滋賀県難病相談支援センターを含め、難病連とし

　　

ての組織運営に取り組んでいきます。

　　　

また、協議会の設置目的が達成できるよう４委員会（総務委員会、財政強化委員会、啓発・広

　　

報委員会、事業委員会）を充実します。

　

３

　

入れ歯リサイクル事業、難病・慢性疾患患者支援自動販売機および天然水サーバーの設置事業、

　　　

イオンイエローレシートキャンペーンの拡大

　　　

活動資金の多くを占めている事業であり、より一層の拡大に努めます。

II

　

相談支援受託事業

　

滋賀県難病相談支援センター

　　

難病にかかる不安、医療情報、仲間、制度などに係る相談支援を滋賀県から受託して実施します。

　

１

　

相談支援

　　　

電話、面接、メール等により、療養、日常生活等に関する相談支援を行います。

　　　

特定医療費（指定難病）受給者証更新時、希望があった保健所に出向き、支援員・相談員が出

　　

張相談支援を行います。

　　　

ピア・サポート（相談員）については、保健所事業への協力を行います。

　

２

　

医療講演会・交流会

　　　

難病の疾患理解や、日常生活の注意点、就労相談など、難病患者・家族・関係職種などを対象

　　

に医療講演会を開催します。難病相談支援センター独自開催の他、難病連絡協議会加盟団体、リ

　　

ハビリテーションセンター等との共同開催を行います。また、研修会の開催に併せ、患者・家族

　　

交流会も開催します。難病患者に共通したテーマの講演会も開催します。

３

　

就労支援

　　

電話、来所による個別の就労相談対応を行い、ハローワークや地域圏域ごとの働き暮らし応援

　

センターと連携しながら就労活動支援を行います。また､難病患者のための就労･生活支援セミナー

６



　

を開催します。

　

保健所が開催する難病対策推進地域協議会において、就労支援の話題について参画します。

４

　

ホツとサロン

　　

難病相談支援センター（大津）会場では、第一土曜日に患者会を中心に茶話会形式で交流を行

　

います。彦根会場ではボランティアさんを中心に行います。難病のつどいにも参加します。

５

　

難病支援ボランティア養成講座

　　

難病患者や家族支援を必要とする方々が、住み慣れた地域で安心して生活できるよう支援する

　

ために、疾患理解や生活上の支障等の理解を深める養成講座を開催します。

６

　

在宅難病患者等、療養生活用具貸出事業

　　

在宅療養に必要な意思伝達装置などの貸出を行い、個ﾉﾏの状況に合った機器を選定、操作を習

　

得していただき、療養生活の質やコミュニケーションが向上することを支援します。（伝の心：２

　

台

　

レッツチャット：２台

　

ペチャラ：１台）

了

　

日常生活用具の展示

　　

生活のしづらさを軽減し、自立した生活が送れるように、自助具作成ボランティアが作成した

　

自助具の展示を行い、必要に応じて支援員による相談対応を行います。

８

　

ピア・サポート

　　

難病を持つ当事者や家族が､難病患者およびその家族の希望者に対して電話､メール､面接によっ

　

てピア・サポートを行い、相談者が持つ悩みや病気を自分自身で克服できるように援助していき

　

ます。

９

　

滋賀県難病相談支援センター運営委員会の開催

　　

Ｈ２８年度より、難病相談支援センターのより良い運営について協議するため、外部委員を入れ

　

た運営委員会を開催しており、今年度においても開催します。

１０

　

普及啓発

　　

難病相談支援センターの活動について、年２回難病相談支援センター便りを発行します。

ｍ

　

調査研究啓発事業

１

　

難病のつどいの開催

　　

滋賀県と協働して難病のつどいを開催し、社会への啓発を進め難病の理解に努めます。

２

　

世界稀少・難治性疾患の日（ＲＤＤ）イベント

　　

毎年２月最終日に開催される世界同日イベントに参加します。

３

　

難病患者が住みよいまちづくりのためのモデル事業の実施（４年目）

　　

年賀寄付金配分事業。甲賀圏域において「難病患者が住みよいまちづくりのためのモデル事業」

　

を実施します。今年度は４年目になり、難病患者の就労をテーマとして取り組みを行います。

４

　

各種会議への参加等

　　

難病法制定以降難病対策の推進に関する理解が高まり、会議への出席依頼要請が増加していま

　

す。滋賀県難病対策推進会議をはじめ滋賀県が主催する会議や滋賀県難病医療連携協議会運営会

　

議、各市主催の会議、難病法に基づいて保健所圏域ごとに設置された「難病対策推進地域協議会」

　

に会員が参加して患者の声を直接伝えていきます。

５

　

高齢難病患者への取組

　　

高齢難病患者で身体等に障害がある場合は、障害者総合支援法に基づいて市町の障害福祉サー

７



　

ビスが受けられていたものが、６５歳になって介護保険優先の考えから、今まで受けられていた支

　

援が市町によって受けられないという実態があります。

　　

厚生労働省の通達に「柔軟な対応」とあることを踏まえ、県や市町に対して他の障害者団体と

　

連携して働きかけていきます。

６

　

災害対応への取り組み

　　

各地で大きな災害が発生しており、災害への対応が急務となっています。自分の身は自分で守

　

るために必要な日頃の備えや発生時の支援体制等に取り組みます。

了

　

会員等への情報発信

　　

今年度は、ホームページの充実に取り組みました。会員がタイムリーに情報が得られるように

　

運営していきます。また、機関紙「しがなんれん」も年２回の発行を継続し、会員及び賛助会員

　

をはじめ多くの方に難病を理解していただくための啓発活動に取り組みます。

IV

　

障害福祉サービス事業

　

しがなんれん作業所

　　　

2013年（平成２５年）４月に施行された障害者総合支援法に難病が含まれたことにより、指

　　

定障害福祉サービス事業所として、生活介護と就労継続支援Ｂ型事業を実施して３年目を経過し

　　

ました。昨年度と同じく作業所運営委員会に当事者と家族の参画を得、さらに事業所設置目的に

　　

沿った難病患者、障がい者や地域から必要とされる作業所を目指します。

作業所運営委員会の開催（年６回）

職員会議の開催（月１回）

生産活動会議の開催（月１回）

１生活介護事業

　

（１）事業サービス内容

　　

入浴、食事及び排泄などの介護、

　

要する障害者の方に対して、疲労、

　

を行います。

　　

①食事、排泄などの介護

創作活動又は生産活動の機会の提供その他必要な援助を

症状、ストレスなど体調を考慮しながら、次のサービス

②創作的活動、生産活動の機会の提供

③日常生活上の支援

（２）職員体制

　

ａ管理者

　

ｂサービス管理責任者

　

ｃ生活支援員

　

ｄ看護師

（３）利用定員

　

８名

２

　

就労継続支援Ｂ型事業

　

（１）事業サービス内容

　　

通常の事業所に雇用されることが困難な方ﾉﾏに対して、次のサービスを行います。

　　

①生産活動の提供

　　

②就労に必要な知識及び能力の向上のための訓練

８



９

　

③その他の支援

（２）職員体制

　

ａ管理者ｂサービス管理責任者ｃ職業指導員・生活支援員

（３）利用定員

　

12名

Ｖ

　

その他

　

１．県への要望

　　　

難病患者のおかれている現状から必要な施策等について要望、実現を図ります。

　

２．滋賀県難病対策推進議員連盟

　　　

難病対策を推進するため、意見交換会等連携をすすめていきます。

　

３．国会請願署名行動

　　　

ＪＰＡ加盟団体として、国に対する難病・長期慢性疾病・小児慢性特定疾病対策の総合的な推

　　

進を求める請願署名活動に取り組みます。

難病患者の方に必要な口腔ヶア1 こついて

医療法人セントパウロ光吉歯科医院

歯科医師

　

光吉

　

午後からは、大津市浜大津で開院されている

光吉歯科医院の光吉平先生より講演をお間きし

ました。

　

光吉医院では、障がいのある方、高齢者の方、

難病の方、車イスの方、認知症の方への配慮、

細菌感染にも設備対応をされています。寝たき

りの完全介護･在宅介護の方には､木曜日や昼間･

夜間に往診をされていて家族が協力し、他職種

支援連携が豊かになっています。

おさむ

　

平氏

｢今日はお伝えしたいことがたくさんあります｣

とお話されました。

凱歯の疾患には、虫歯と歯周病と外傷があり

　

ますが、今日は、虫歯と歯周病について基本

　

的な知識だけ知っておいて欲しいです。

　　

口の中には栄養源とする汚れ、細菌があり、

　

酸があり、１００％食べかすがあります。糊状

　

のペタペタは歯垢（細菌のかたまり）で歯石

　

は歯垢のかたまりで、プラーク（歯石）の着

　

きやすい環境です。これは、□腔粘膜が大き

　

な原因の一つであり、２週間で入れ替わりま

　

す｡ターンオーバーといいますが､プラーク（歯

　

石）によって､ターンオーバーは阻害されます。

　

健康に生活している方は、「話す、食べる、呼

　

吸する」は口腔粘膜は正常ですが、例えば飲



み込み出来ない方、ブラッシングが出来ない

方、また、薬を飲んで副作用のある方は、口

腔粘膜が剥離されて、バイ菌となっていきま

す。バイ菌、細菌が原因ですが、口の中には

３００～４００種のバイ菌と、糞便中の１グラ

ムあたり１００～１０００億を凌駕する３０００

億～１兆億の細菌があり、一部が悪さをしま

す。

□腔内の菌は抗生物質では取れないし、数が

多＜ゼロにはなりません。

温度（体温）､湿度（唾液）､栄養（三度の食事）

があり、□腔内環境は菌の繁殖に適していま

す。

２。歯のこと

　　

生まれてから１９～３１ヶ月に虫歯菌に感

　

染しやすいので、親の腐蝕菌が多いと子に与

　

えやすいく、親の口の中の菌を減らさないと

　

いけません。

　　

また、人は寿命が長くなり、歯のエナメル

　

質を守っていかないといけなくなってきまし

　

た。エナメル質は水分がなく、その下の象牙

　

質には、３０％の水分があります。細菌が酸で

　

歯のエナメル質を溶かしていきます。甘いも

　

の、砂糖を取ることが歯を溶かしていきます。

　　

日常的に甘いものを、だらだらと食ぺるこ

　

とが、良＜ありません。

　　

歯の表面が酸によって溶かされることを脱

　

灰といい、反対に、再石灰化を助けるには、

　

だ液とフッ素が必須です。

　　

口の中をきれいにして、フッ素で守り、習

　

慣化して過ごすことが大切です。

　　

年間３回の歯科衛生士のチェックと、

　

９０００ｐｐｍのフッ素、歯石を取る等、専門家

　

の指導を受けることをすすめます。

　　

歯みがき粉については、ホームケアとして

　

は、１５００ｐｐｍ以下のフッ素入り歯磨剤を併

　

用しましょう。シェルタイプ、泡タイプ、口
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をうがいでゆすぐタイプ、口をうがいでゆす

がないタイプ、味のあるタイプ、個人に合わ

せて使用すれば良く、知りたい時は、歯科医

に相談すれば教えてくださいます。

　

現在のお子様たちは、虫歯はほとんどあり

ません。フッ素を定期的に指導しています。

歯周病の原因は血液、血清たんぱくで歯肉炎

になりやすく、薬を飲んでいる方は要注意で

す。

　

１８才前後に歯周病菌に感染しやすく、定

着しやすいです。ブラッシングをして血液が

出ないようにして下さい。

　

歯周ポケットが４ミリ以上になって、歯周

病菌が増えるのが４ヶ月です、だいたいその

頻度で通院して下さい｡歯肉のターンオーバー

は１２日と修復が早いので、歯と歯ぐきの間

のブラッシングが大切です。

3｡□腔ケアとは、□の中をきれいにする、と

　

思われがちですが､□には､食べる､呼吸、しゃ

　

べる機能があります。

　　

その中で大切なのは、コミュニケーション

　

ツール、つながり、また、笑う、喜ぶ、表情

　

をつくる、能力を引き出すところです。

　　

せきこまない、気づかない不顕性誤えんに

　

なることがあります。咳反射、0燕下反射は一

　

体のものであり、口腔ケアにより減らすこと

　

ができるので、高齢の方、パーキンソン病、

　

認知症の方には予防にもなります。



口腔ケア

①口腔周囲と唾液腺マッサージを実施する

②ＯＨＡＴ-Jで評価する

③保湿剤を塗布する

④スポンジブラシで口腔粘膜を清掃する

⑤歯ブラシで歯を磨く

⑥歯ブラシで舌を磨く

⑦口腔用ウェッティで拭き取る

スポンジブラシと歯ブラシは、保湿スプレーを使用し濡らす

　

高齢の方は、歯が残っている人が多くなって

きて、歯はあるが飲み込めない方が増えていま

す。食事が食ぺにくくなって、□腔ケアが難し

くなっています。在宅医療の場でも食事が出来

るようになって欲しいと内科医から歯科の連携

診療が求められています。訪問診療に行くと要

介護者の歯の状態を知っていない、わからない

家族の人がほとんどですので、家族の人にご自

分の歯の状態を是非教えてください。入れ歯な

のかインプラントなのか等お願いします。

　

「食ぺること」は生きることです。栄養を取

る、生活のリズムを作る、会話する、生きがい

になります。形のあるもの、ペースト状のもの、

食事支援はその方にあった食べやすい形態にし、

肺炎にならないようにする工夫をしないといけ

ません。

　

パーキンソン病、リウマチの方は歯ブラシの

持ち手を太くしたり歯先を柔らかくしたり個ﾉﾏ

に対応するしかないので歯科で相談してくださ

い。

　

シェーグレン症候群のような□腔乾燥の方は

マッサージをするとだ液が出ます。水分を取る

とだ液を流してしまうので保湿剤を使って飲み

すぎないようにしましょう。

4｡骨粗しょう症の薬（ビスホスホネート剤）

　

を服用されている方、ステロイド剤を飲まれ

　

ている方は、抜歯等で感染しやすいので顎骨

　

壊死のリスクがあります。治療前の徹底した

１１

誤嘸リスクが高まる水や流動性の高い液体の使用を避ける。

口腔ケアを行う前に

十分に保湿剤で粘膜を湿潤させ汚れを浮き上がらせる。

ブラッシング､粘膜清掃の後はバイオフィルムが破壊されるので

細菌が口腔内に散らばらないようにする。

口腔内に遊離した汚れをしっかりと回収することが重要である。

口腔ケア用ウエットティッシュで

しっかりと口腔内を拭き取ることが大切である。

感染予防処置を行ったうえで、病院によって

対応は違いますが、休薬を行わずに出来るだ

け保存的に、やむを得ない場合は侵襲的歯科

治療を進めます。予防には医師と歯科医師の

緊密な連携こそが最も重要であり密接な協力

関係を築くのが必要です。信頼できる係りつ

け歯科医を持って、いつでも診てもらえるすっ

と付き合ってくれる歯科医を見つけ定期健診

を受けましょう。



今年度の役員の紹介

役員改選により新しく常務理事、理事、監事が就任しました。よろしくお願いします。

理事長

副理事長

　　

μ

常務理事

理

　　

事

　　

//

　　

//

　　

り

り

μ

μ

//

//

//

//

//

月

μ

//

り

西

清

山

進

森

尾

中

村

中

村

原

根

藤

中

村

西

西

　
　

城
阪
島
井
尾
居
江

洞
原
葛
駒
中
堀
深
藤
水

大迫

西村

小野

監

　　

事

　　

石
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り

　　　

久保川

事務局長

　　

久

　

田

幸

　

祐

教

　

子

寿美子

政

　

之

幸

　

子

順

　

子

梨

　

佳

理恵子

正

　

弘

正

　

子

和
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代
康
健
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博
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作
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み

孝

　

之

加代子

藤

　

勝

元

　

嗣

敏

　

夫

節

　

子

良

　

雄

(全国パーキンソン病友の会

　

滋賀県支部)

(全国膠原病友の会

　

滋賀支部)

(公益社団法人日本リウマチ友の会

　

滋賀支部)

(近江脊柱靭帯骨化症)

(全国膠原病友の会

　

滋賀支部)

(全国膠原病友の会

　

滋賀支部)

(全国膠原病友の会

　

滋賀支部)

(全国膠原病友の会

　

滋賀支部)

(ＮＰＯ法人

　

京都スモンの会

　

滋賀支部)

(公益社団法人日本リウマチ友の会

　

滋賀支部)

(公益社団法人日本リウマチ友の会

　

滋賀支部)

(全国筋無力症友の会

　

滋賀支部)

(稀少難病の会｢おおみ｣)

(稀少難病の会｢おおみ｣)

(全国パーキンソン病友の会

　

滋賀県支部)

(全国パーキンソン病友の会

　

滋賀県支部)

(全国パーキンソン病友の会

　

滋賀県支部)

(日本ＡＬＳ協会

　

滋賀県支部)

(日本ＡＬＳ協会

　

滋賀県支部)

(滋賀県網膜色素変性症協会)

(賛助会)

(全国パーキンソン病友の会

　

滋賀県支部)

(全国筋無力症友の会

　

滋賀支部)

事務局体制（基本）久田（火・木）東福（火・金）今川（月・水）
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～
一

同じ悩みを経験した仲間がいます。ひとりで悩ます気軽にご相談下さい。

順不同

団体名 代表者名 事務所所在地 TEL

全国膠原病友の会

滋賀支部
森　幸子

〒520-0044

大津市京町四丁目３－２８滋賀県

厚生会館別館２階滋賀県難

≒

協議会内

－

－

－

－

－

－

公益社団法人

日本リウマチ友の会

滋賀支部

珠久亜優美

ＮＰＯ法人

京都スモンの会

滋賀支部

中西正弘

全国筋無力症友の会

滋賀支部
葛城勝代

稀少難病の会　おおみ 駒阪↑専康

全国パーキンソン病友

の会　滋賀県支部
堀井新兵衛

日本ＡＬＳ協会

滋賀県支部
水江孝之

滋賀県網膜色素変性症

協会
田中嘉代

近江脊柱靭帯骨化症

友の会
進藤政之

公益社団法人

滋賀県腎臓病患者

福祉協会

青木隆三

〒５２０－〇〇４４

大津市京町四丁目3-28
滋賀県厚生会館別館２階

○了了-521-0313
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≒臨iぬ函114ｿﾞj疾岫４謡:(JPA) J P:Ａ総会ソ：国会請願報告……に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

副理事長

　

山根

　

寿美子

　

５月１２日（日）進藤常務理事と共に、評議員として一般社団法人日本難病・疾病団体協議会（ＪＰ

Ａ）の第１５回総会に出席しました。翌１３日（月）院内集会・国会請願行動に参加しました。両日の

活動を報告します。

　

第１日目（JPA総会）

　

１１時より、「難病の日」を記念して募集され

たポスター・子ども絵画展の最優秀賞の表彰式

がありました。さくら小巻さん・斎藤菜乃葉さ

んが受賞されました。

5月23日は

難病の日
會場は､ぞっと丿瞭かな･

--－－－－

　

－

略十画体か国に.樅望を猫ね.，

つり骸吻去|がＳ攻しました

　

その後、元ウィー

ン交響楽団主席チェ

リストの吉井健太郎

氏を招いて、記念コ

ンサートが開催され

ました。吉井氏は、

コンサートホールへ

行き辛い人々のため

の独奏会を開いてお

られるそうです。暫しバッハの世界に引き込ま

れました。

　

１３時より、損保会館にてＪＰＡ総会が開催

されました。森幸子代表理事の挨拶に続き、厚

生労働省の川野課長・超党派の国会議員連盟の

９名の来賓挨拶がありました。「困難を抱える人

に光を」の言葉が心に残りました。

　

１５時より議事に入りました。１８年度の活動

報告・決算報告、１９年度の活動方針・予算が

提案されました。全てにおいて活発な質疑応答

後、採決され承認されました。

その場で、臨時理事会が開催されましたが新執

行部体制が決まらす持越しとなりました。（※６

月１７日に、決定の連絡が入りました｡）
《S14寸5fi:iH,≫寸察Ｓの悲噸てあ

　

第２日目（国会請願）

　

１０時に衆議院第一議員会館にて、院内集会

が開催されました。国会議員の激励挨拶は難病

対策に前向きで心強く感じました。

５月１３日現在、465,375筆の署名が集まっ

たと報告がありました。

　

滋賀県選出の国会議員に、署名簿と衆参両院

への紹介のお願い書を持ち部屋を訪ね協力をお

願いしました。当日紹介議員となっていただい

たのは、武村展英議員・大岡敏孝議員・小鑓隆

史議員・二之湯武史議員の４名です。

　

請願行動後、まとめの集会が開かれました。

都道府県ごとに、成果を願い感想を報告しまし

た。全体で訪問した国会議員は、約２００名で

した。

　

(※６月２６日、衆参両議院ともに採択され

内閣に送られました｡)

　

総会当日（12日）は神田大明神のお祭りがあり、会場の損保会館前は大賑わいでした。一方、総会

の議場では、1,０００人難病サポーターの募集に取り組む等の提案があったり、様ﾉﾏな質問で紛糾しま

した。国会請願行動では、多くの方の一筆の思いが届けられたと思います。実りのある２日間でした。

14



滋賀県難病対策推進議員連盟のご紹介

　

難病対策推進議員連盟は、難病患者の思いに寄り添うことを原点に難病対策の推進に取り組むた

め、超党派の議員で２００８年１０月に全国で初めて結成されました。会員は３１名です。

(2019.7.3現在）（敬称略）

　　

（代表）

　　　　　

奥村

　　

（事務局長、会計）江畑

　　

（幹事）

　　　　　

川島

◆自由民主党滋賀県議会議員団

　　

奥村

　

芳正

　　

岩佐

　

弘明

　　

細江

　

正人

　　

加藤

　

誠一

◆チームしが県議団

　　

中沢

　

啓子

　　

塚本

　　

江畑

　

弥八郎

　

小川

茂樹

泰江

芳正

弥八郎

隆二

川島

富田

今江

大橋

◆日本共産党滋賀県議会議員団

　　

節木

　

三千代

　　

松本

　

利寛

◆さざなみ倶楽部

　　

清水

　

鉄次

◆公明党

　　

中村

　

才次郎

◆無所属

　　

村上

　

元庸

●
Ｉ
一
一
●
Ｉ
●
一
一
一
●

●

●

●

●

●
●
一
一
一
泰
Ｉ
・
一
Ｉ

●

●

木沢

　

成人

清水

　

ひとみ

(副代表)

(会計監査)

節木

　

三千代

隆二

博明

政彦

通伸

杉本

　

敏孝

駒井

　

千代

目片

海東

角田

佐□

今江

　

政彦

岩佐

　

弘明

　

駒井

　

千代

信悟

英和

航也

佳恵

黄野瀬

　

明子

松本

　

利寛

　

中村

　

才次郎

生田

　

邦夫

成田

山本

政隆

正

竹村

　

健

田中

　

松太郎

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

俳句．呂川柳・表紙絵二挿絵を募集します

　

同時に表紙絵、挿絵を募集します。編集委員会選出の上、本誌に掲載させていただきます。

たくさんのご応募をお待ちしています！

＜俳句・川柳応募要領〉

　

・一人３作品まで（１作品でも可）

　

・未発表で、本機関紙に掲載が可能なもの

　

・応募作品は返還しません。予めご了承お願いします。

　

・応募方法は、郵便、ＦＡＸ、メール。住所、氏名（匿名・ペンネーム可）は記載しても

　　

いいものをご記載下さい。

＜作品送付先＞

　　　

〒520-0044大津市京町四丁目3-28滋賀県厚生会館別館２階

　　　　　　　　　　　

特定非営利活動法人

　

滋賀県難病連絡協議会

　　　

ＦＡＸ:○了了-５１０-○了０３

　　

メール:siga-nanren@kvd.biglobe.ne.jp

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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ｅＯ參 お

　

知

　

ら

　

せ

これからＱホ。とサロン４

◎Ｏｅ

＊お問い合わせ・お申し込み先：滋賀県難病相談センター

　

(ＴＥＬＯ了了-５２６-0171FA〉《○了了-526-0172

　

mail sigananbyo@ex.biwa.nejp)

○大津会場

＊毎月第一土曜日（祝祭日、年末年始等お休みの時もありますのでお問合せください｡）

　

に患者会を中心に茶話会形式で交流を行っています。時間は、全て、午前１０時３０分～１２

　

時まで、場所は滋賀県難病相談センターです。参加費は無料です。マイカップをご持参下さい。

　

会館入口が閉まっていますので、建物の裏側に回っていただき、非常階段近くの鉄のドア左横

　

のインターホンを押してください。

○彦根会場

　

①令和元年１０月３１日（木）１０：３０～１５：３０

　

②令和元年１２月５日（木）１０：３０～１５：３０

　　

場

　

所：彦根保健所（１階会議室Ａ）

　

持ち物：マイカップ

　　　　　　

彦根会場では将棋・オセロ・トランプ・カロム等のゲームも用意します。

　　　　　　

実施時間内の出入りは自由です。

これからの難病連Ｑ活動予定４

＊お問い合わせ・お申し込み先：滋賀県難病相談センター

　

(ＴＥＬＯ了了-526-0171 FA〉く○了了-５２６-０１７２　mailsigananbyo@ex.biwa.ne.jp)

○パーキンソン病医

　

講演会・交流会

　　

日

　

時：令和元年９月２６日（木）１３：３０～１５：２０（医療後援会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５：３０～１６：３０（交流会）

　　

会

　

場：明日都浜大津４階ふれあいプラザホール

　　

講

　

師：琵琶湖大橋病院ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

　

理学療法士

　　　

森美穂先生

　　　　　　　

Ｂ・○・Ｈｹｱ・ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

　　　

言語聴覚士

　　　

伊井順平先生

　　　　　　　

ｹｱｸﾗﾌﾄ００２（おおつ）

　

自助具ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

　　　

岡崎一郎先生

　　

内

　

容：「パーキンソン病とリハビリについて」

　　

申

　

込：大津保健所

　

○了了-５２２-８７６６

　　　　　　　　　　　　　

077-525-6161 (Fax)

　　　　　　　　　　　　　

9く切

　

９月１９日（木）
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○重症

　　

力症医

　

講演会

　　

日

　

時：令和元年10月２７日（日）１３：３０～１５：３０

　　

会

　

場：滋賀県立文化産業交流会館２階

　

第２会議室

　　

講

　

師：彦根市民病院

　

神経内科部長

　

上古佩理（じょうこ

　

まり）先生

　　

内

　

容：「元気で長生きするために」

○ピア・サポート研修会

　　

日

　

時：令和元年１０月３０日（水）１０：○○～１５：３０

　　

会

　

場：難病相談支援センター

　　

講

　

師：上ノ山真佐子氏

　　

内

　

容：「ピア・サポートの基礎と応用」

　　

日

　

時：令和元年１１月１０日（日）１３：３０～１６：00

　　

会

　

場：ひこね燦パレス会議室

　　

講

　

師：滋賀医科大学整形外科学講座准教授

　

森幹士先生

　　

内

　

容：「未定」

○膠原病医療講演会

　　

日

　

時：令和元年竹月１０日（日）１４：○○～１６：CX)

　　

会

　

場：草津市立市民交流プラザ

　

フェリエ南草津５階

　

大会議室

　　

講

　

師：かりもと整形外科クリニック院長

　

仮元幹雄先生

　　

内

　

容：「骨粗しょう症について（仮）」

○リウマチ医療講演会

　　

日

　

時：令和元年１１月１７日（日）１４：ＯＯ～１６：○○

　　

場

　

所：長浜赤十字病院

　

新２号館５階大会議室

　　

講

　

師：長浜赤十字病院

　

整形外科第２整形外科部副部長

　

石川正洋先生

　　

内

　

容：「整形外科医が考える薬物治療と手術療法」

○パーキンソン

　

リハビリ大会

　　

日

　

時：令和２年３月８日（日）１３：３０～１６：00

　　

場

　

所：滋賀県立障害者福祉センター

　　

講

　

師：医療法人湖光会若草診療所

　

理学療法士

　

石野賢先生

　　　　　　

滋賀県立障害者福祉センター主任主査（看護師）岩田早苗先生

　　

内

　

容：（仮）生活向上リハビリテーション

　　　　　　

※上履きを持参してください。

○国会請願署名活動

　　

日

　

時：令和元年秋頃

OROD

　

世界稀少・

　

治性疾患の日

　

イベント

　　

日

　

時：令和２年２月２８日（金）予定

　　

以上、日時、場所、内容は調整中のため、決定次第各患者団体から連絡します。
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財政強化委員会からのお知らせ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　

イエローシートを集め侈しぷう１

　

イオン系列のイオンモール草津店、マックスバリュ膳所店、ザ・ビッグ

　

エクストラ湖南

店において、毎月１１日にお買い物をすると発行されるイエローレシートは、購入額の１％

が登録している滋賀県難病連絡協議会に還元されます。

　

月に一度のことですが、１１日に下記の３店舗に出かけ買い物をして、忘れずにイエロー

レシートを是非難病連の投入ＢＯＸに入れてくださいませんか？よろしくお願いします。

　　　

・イオンモール草津店（近江大橋の東たもと）

　　　

・マックスバリュ膳所店（湖岸通り大津西武となり）

　　　

・ザ・ピック

　

エクストラ湖南店

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●

　　　　　　　　　　　　　

ウォーターサーIs-の利用を！

　

難病連を支援するウォーターサーバーを設置しているところが県内に３箇所あります。是

非ご利用ください。また、自販機やウォーターサーバーを設置してくださる方をご紹介くだ

さい。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　

不要に９つた入れ歯・詰め物を集め惨しJ=う１

　

使用済の入れ歯・歯の詰め物はありませんか？故人の物でもかまいません。

「えっ？そんな物を？」と思われるでしょうが、捨てないでリサイクルできるんです。難病

連では医療機関等に設置する回収ＢＯＸの他に、事務所に切手を貼った封筒に入れて送って

くださるのをお待ちしています。

　

入れ歯リサイクルにご協力をくださると、ユニセフ、ＪＰＡ、難病連に還元されます。ポス

トに入れるだけです。是非ご協力をお願いします。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　

難病支援自動販売機を利用し疹しJ:う１

　

県内に難病の人を支援する自動販売機があります。ペットボトルや缶コーヒーを購入する

なら、近くで見かけたら是非買ってください。購入すると難病連に還元される仕組みで難病

患者も支援される側からする側になれることができます。是非買って飲んでご協力ください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

＊その他、切手、葉書、不要になった年賀状など何でも結構です。難病

　

連の財政支援にご協力をお願いします。

＊ご寄付をありがとうございました。(2019年４月～）（順不同）

　　

葛城貞三様、三吉平様、尾中順子様、匿名希望様
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指定難病に２疾病、小児慢性指定疾病には６疾病を追加

　

厚生労働省は、指定難病検討委員会での審議を経て難病法に基づき特定医療費の支給対象とする指

定難病に了月から２疾病を追加しました。新たに指定されたのは「膠様滴状角膜ジストロフィー」と

「ハッチンソン・ギルフォード症候群」です。施行は了月で、これにより指定難病の総数は３３３疾病

となります。

　

しかし、本邦には難病といわれる疾病は５００から６００とされており、すべての難病を支援するに

はまだ道半ばといったところです。厚労省は指定難病を増やすため、新たに「患者からの申出等を起

点とした指定難病の検討」を開始するとしています。これは患者本人が診療情報提供書等を持参し、

難病診療連携拠点病院の外来を受診し、指定難病の追加について相談（申出）するという制度です。

ただ、患者からの申出でも難病法における要件（発症機序の不明、治療法が確立していない、希少性、

長期療養を必要とする）をすぺて満たしている必要があり、どれぐらいの効果が出るかは不透明のよ

うに思われます。

　

また、児童福祉法による小児慢性特定疾病には６疾病が追加され７６２疾病に拡大されました。新

たに指定されたのは脳動静脈奇形、海綿状血管腫（脳脊髄）、巨脳症一毛細血管奇形症候群、非特異性

多発性小腸潰瘍症、MECP2重複症候群、武内・小崎症候群です。（ＪＰＡ藤原）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2019夏第３７号ＪＰＡの仲間より転載）

　

滋賀難病連には、難病患者・家族の皆さん

で構成する会員の他にこの会の趣旨に賛同し

て一緒に協力して支援していただける賛助会

という組織があります。賛助会員として皆さ

んと共に誰もが安心して、希望を持って暮ら

せる社会になるようご協力お願いします。

　　

年会費

　

個人

　

１，０００円

　　　　　　　

団体

　

３，０００円

会費の納入は下記の口座をご利用ください

郵便振替口座

　

009 90 ―6―1 47 47 5

　　

特定非営利活動法人

　　

滋賀県難病連絡協議会
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●●●●●●●●●●●

　

令和となり新役員・事務局体制で始ま

りました。一っひとっ力あわせて努力し

て活きますのでよろしくお願いいたしま

す。

　

難病のっとい、医療後援会、ホツとサ

ロンでは入れ歯リサイクル回収もしてお

りますのでご持参ください。パソコン

入力や機関誌発送のご協力者も募集中で

す。皆さまのご参加とご協力をお待ちし

ております。 (Ｋ)
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稀少難病の会おおみ

　

ペンネーム

　

くまのぶーさん

こんにちは。

　

私は、難病を発症して３０年近くなります。どうにか病気と付き合い仕事にもついて暮らして

いました。昨年あたりから急に職場で倒れるようになりました。職場の方は私の病気のことを知っ

ている方もいて、その度に救急車で通院先に運んでもらいました。

　

昨年後半より倒れる頻度がだんだんと増え、職場や友人、人がいる時はまだ良いのですが「一

人でいる時に倒れたらどうしよう？」という不安が､どんどん暮らしの中で大きくなってきました。

　

外出する時にはヘルプマークを付け、カバンの中にはヘルプマークカードとお薬手帳、難病手

帳をセットにして持ち歩くようになりました。

　

今年になってＪＲの駅のホームで意識がなくなり倒れたようです。気が付いた時には病院のベッ

ドでした。近くにいた方、駅員さんがヘルプマークを見て、救急隊に伝えて私の通院先に運んで

下さったようです。

　

ヘルプマークを身につけていて本当に良かったです。

　

見た目にはわからない病気ですが、社会の中で認知されてきて支援してもらえ助けてもらいま

した。

　

皆さんは見えるところにつけていますか？保健所や市町の福祉の窓口でいただけます。安心の

ためにご利用下さい。

轡言質東

外
鬼
か
ら
２
＊
か
ら
な
く
て
も
機
軸
が
必
輿
な
方
が
い
ま
す
．

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、
電
車
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、

困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
戸
奄
か
け
る
祁
、

思
い
や
９
の
あ
驀
行
魯
會
お
囁
い
し
Ｉ
す
’

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
つ
て
い
ま
す
か
？

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。
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難病といわれて、医療・福祉・介護等の手続きや困り事がありましたら、各市町の、福祉窓□

又は保健所に冊子が置いてありますので、どうぞご活用下さい。

目

難病とは………………=……………………………２

Ｉ医療費

1.特定医療費（指定難病）の医療費助成ヽ･･ ２

2｡重症心身障害者医療費助成…………

Ⅱ年金・手当

�障害者手帳…………

６

９

次

mxsmmづくり

　

岑ヤうワター

　

ハグ＆フミ･

4,∇。｡。L4麗麗I●
1.滋賀県難病相談支援センター（就労相談）11

2.滋賀県内の公共職業安定所………………11

3.働き・暮らし応援センター……………12

.1.滋賀県車いす使用者等用駐車鳩利用証制度12

2.ヘルプマーク………………………･…･･●･･，12

3.難病診療連携拠点病院・難病診療分野別槌点病院・

麗病医療協力病院……

4｡地域防災…………………

13

14
5.難病惰報センター………………･…………１４

６.県内の患者会……………………………14

7.各圈域のガイドブックについて…………１４

１５

2.難病医療コーディネーター.;･･…………15

3,滋賀県難病相談支援センター…………15

4.市町福祉窓□……………………………16

≪:2019年刀弓1臼現在）

3｡自立支援医療の給付………………………６

　

Ⅵその他

1.傷病手当…………●……………………………7

2.障害年金……………………………………7

3.特別障客者手当……………………………7

4.障害児福祉手当．特別児童扶養手当……７

……………７

滋賀県

Ⅳ‥福祉・介護等サービス

ー

寵相談窓口

1,介護保険制度一r･･……………………………８

　　

で1.保健所………･………………………………

2｡障害福祉サービス………………

3.訪問看護について…………………………9

4.必要な用具の給付尋（槽價貝･日需生活用具端順与）10

5.滋賀県重症難病一時入院事業…………10

6.滋賀凧在宅人工恥器使用患者訪蜀看護冶冊究事業１１



一番のﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰを目指して！

　　0株式会社西堀

　　〒520-0806大津市打出浜10-43

　　　　　　TEL 077-524-2840C代表)

　　URL: http://こここに

業務内容:複合機･ﾌﾟﾘﾝﾀｰなどのOA機器及び

　　　IT商品の販売とﾈｯﾄﾜｰｸ構築･保守

　お客様に感動を提供します。

●　性み慣れた地域で暮らし続けたい

●　介護者も健康に暮らしたい

●　私たちにお手伝いさせて頂け参せんか

特定非営利活動法人ＡＬＳしがネット

戸口訪問介護事業所
⑤ｇＵＩＵｌＨもも

〒520-0047大津市浜大淳三丁目2-31

TEL:077-535-0055 FAX:oﾌﾌｰ535-0007

Mail: kaigo.momo2@ares.eonet.ne.jp

　企画から印刷まで

　印刷のアドバイザー

｡温ﾌ澗:i゛Jhl祗.昌;‰

　器池喘£障1

　〒520-0001　大津市蓮池町6-23
　TEL　077-524-6771

　FAX　077-527-2990

芹っごぶまかぶか?Z拶曹･采貧交7

22

在宅医療マッサージ
さわやか訪問マッサージ

Ｏ

ｌ参

､Ｑ

・

Ｑ

相談員
井之口

　

洋二

栗東事務所〒520-3036

　　　　　　　

滋賀県栗東市十里413一一1

　　　　　　　　

Tel: 077-575一一一6715

　　　　　　　　

「ａｘ:077 -598-1845

高島出張所滋賀県高島市音羽649一一 1

　　　　　　　

Tel : 0740-36一一0118
L ㎡ - - - k ゝ . － 一 一

訪問範囲：高島市・大津市内令域（‥-部除く）・

Ｑ津・栗東・守山・野洲・湖南・近江八幡

各市内・山科区・その他

　　　　

<ささえあい･たすけあい〉
2

ﾂ
介護･配食･薬局

蛎ﾌ）

株式鮭まごころ

〒520･･(X)2了

大津市錦織3-15-31

TEL077-527-5305

寥ごころ大津

慨

長寿寺はりきゅう治療院

4i町リフＳ・。
日・祝

哩１時～痩８啼 ５時

○通院が難しい患者さんには在宅訪問いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〒520-0046

　　　　　　　　　　

滋賀県大津市長等１丁目5-1 9

　　

TEL077-523-3033・ＦＡ》く077-51 6-61 28

　　　　　　　　　　　　　　　

mail choiuji76@gmail.com
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場

　　

所

時

　　　

間

Ｔ

　

Ｅ

　

Ｌ

Ｆ

　

Ａ

　

Ｘ

ﾒｰルｱﾄﾞﾚス

場

　　

所

時

　　　

間

TEL＆FＡＸ

〒520-0044

　

大津市京町四丁目3-28

　

(滋賀県厚生会館別館２階)

月曜日～金曜日10:00～16:00

077-526-0171

077-526-0172

sigananbyo@ex.biwa.ne.jp

しがなんれん作業所

〒520-3013

　

栗東市目川1070番地
(シャトルハルタ104号)

月曜日～金曜日10:00～15:00

077-552-8197
shigananrenwork@ybb.ne･jp

-
；.｀

　

♂

　　　　

％

　

｀《、g｀゛1゛

編

　

集

事務局

NPO;去人滋賀県難病連絡協議会

〒520-0044大津市京町四丁目３－２８

　　　　　　　　

滋賀県厚生会館別館２階

ＴＥＬ・FAX

　　

０７７（５１０）０

　

７

　

０

　

３

メールアFレス:siga-nanren@kvd.biglobe.ne.jp

ホームページ:http://shigananbyouren,wixsite,com/nanbyou

発行所

　

京都障害者団体定期刊行物協会

　　　　　

京都市上京区堀川通丸大町下ろ

　　　　　

京都社会福祉会館４Ｆ

　

京難連内

　　　　

発行人高谷修

　　　　　

頭価

　

200円

〈会員の購読料は会費に含まれる〉
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